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（１）現状把握・分析

本施設の再整備にあたり、以下の調査を行った。

ア．現在の施設の耐震診断・老朽度調査と改修費用の算出

イ．現在地での適正な建て替え整備規模調査
（周辺環境を活用した整備の概要計画）

ウ．運営や利用状況の分析

エ．利用者の施設に対する要望のとりまとめ

オ．利用者のターゲット設定
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ア．現在の施設の耐震診断・老朽度調査と改修費用の算出

建築士による目視での調査を行った。

全体考察
建物躯体は健全な印象を受けたが、外部の木部や擁壁に著しい劣化や損傷が見られた。

木造部分
事務所棟については、筋交いの量は十分だと考えられるが、地場産品展示棟の改修部分
においては竣工時に設置されていた筋交いを撤去し、擁壁上部に柱を立てて支持してい
るため増築部分は撤去後復旧を行い、耐力要素の追加が必要であると考える。

外部木部
北側木製デッキ、南側持出し木製デッキ、木製展望デッキ、木製階段、いずれも常に雨
水を受ける環境にあるため劣化が著しい。部材の交換も選択肢の一つではあるが、今後
のメンテナンスも考慮し、木の現しにする場合は雨水が直接かからないような対応が必
要だと考える。

外部擁壁、土間
擁壁と土間のひび割れについては、直接建物に危険を及ぼすものではないが、ひび割れ
部分から雨水が浸透することで建物下部へ影響を及ぼす可能性があるため、補修と今後
のひび割れを防ぐ対策が必要だと考える。

改修方針
建物重量の増加や、大きな間取りの変更を伴う改修の場合は詳しい調査と耐震診断を行
う必要があると考える。建物重量が軽くなる方向での改修は、本建物が新耐震以降の建
物であることを考慮すると、耐震性は確保できているものと考えられる場合もある。

※今回のレポートは目視調査による建物状況の報告であり、建物の耐震性・安全性を保証するものではありません。
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イ．現在地での適正な建て替え整備規模調査
（周辺環境を活用した整備の概要計画）

• 周辺の施設等の机上調査を行ったが、車で10～15分圏内においては飲食店や宿
泊施設等がなく、利用においては不便が想定される。特に、飲食施設や食品等
を購入する施設は周辺にはほぼないため、キャンプ場等で必要とされる物品の
購入先の確保は検討が必要である。（机上調査の結果は次貢より掲載）

• アクティビティ需要が高まってきている中、ラフティング利用者はキャンプ場
ではなく、宿泊施設の利用を希望しており、今後、滞在需要を伸ばしていくに
は、宿泊施設が必須である。
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①観光地

四万十町観光資源リサーチ

四万十とおわ道の駅

▼概要
食堂、バイキング、
スイーツ、アクティ
ビティ、土産屋だけ
ではない道の駅とし
て人気。毎週木曜日
限定のランチバイキ
ングでは、地元の郷
土料理が堪能できる。

道の駅あぐり窪川

▼概要
海洋堂のフィギュア
や、アイス、おにぎ
り屋など、色々な買
い物を楽しむことが
できる道の駅。中で
も、アグリの肉まん
が人気商品として知
られている。

道の駅「四万十大正」

▼概要
リニューアルした
「ミュージックトイ
レ」、農林産物直販
所が並ぶ道の駅。
向かいにある轟公園
は一休みするのに絶
好のポイント。

道の駅よって西土佐

▼概要
コンセプトは「てん
ねん」で「地」のも
のという意味。
四万十市のてんねん
にこだわっている道
の駅。鮎の塩焼きが
人気で、お土産や生
鮮食品の品数も多い。
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①観光地

四万十町観光資源リサーチ

川の駅 カヌー館

▼概要
「シマントバカン
ス」を合言葉に、四
万十川の自然体験を
提供している施設。
主な体験メニューは、
カヌー、ラフティン
グ、SUP。キャンプ場
での宿泊も可能。

海洋堂ホビー館四万十

▼概要
プラモデル、フィ
ギュアの展示館。
「へんぴなミュージ
アム」をコンセプト
にしていて、R3年度
の来場者は2万3千人
と人気を博している。

四万十カヌーと
キャンプの里 かわらっこ

▼概要
四万十を満喫できる
オートキャンプ場。
併設するコミュニ
ティーセンターには
トイレやシャワー室、
コインランドリーを
備えている。カヌー
やサップも体験可能。

②アクティビティ
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四万十町観光資源リサーチ

四万十楽舎

▼概要
廃校舎を泊まって遊
ぶ学校にリニューア
ル。
修学旅行受入、サー
クル合宿、会社研修、
校舎貸切、テレビの
撮影など幅広い客層
を受け入れしている。

with RIVER

▼概要
若い夫婦が経営して
いる、SUPとカヌーの
アクティビティが体
験できる施設。
川のアクティビティ
だけでなく、一棟貸
しで宿泊施設として
も利用可能。

ゆうべ亭

▼概要
サップアクティビ
ティ、素泊り専用の
宿、BBQ道具の無料レ
ンタルなどを行って
いる。素泊り宿では、
サーフトリップでの
利用が多い。

リバーサップ
そらみる四万十ベース

▼概要
四万十川でSUPの体験
ができる施設。参加
者のレベルに合わせ
た体験メニューが人
気で、初心者～上級
者までアクティビ
ティを満喫すること
ができる。

②アクティビティ
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四万十町観光資源リサーチ

三島キャンプ場

▼概要
バンガロー5棟、フ
リーサイト、区画サ
イトからなるキャン
プ場。サウナ体験や、
川船こぎ、SUPなど、
アクティビティの体
験も可能な施設。

グッドリバー
株式会社

▼概要
四国内で６つの
フィールドを拠点と
してアウトドアツ
アーを提供している。
体験メニューがラフ
ティング、SUP、キャ
ニオニング、トレッ
キングなど豊富。

カヌー
しまんとベース

▼概要
民宿とアクティビ
ティを運営している
施設。アクティビ
ティ後にすぐ近くに
泊まることができる
のがポイント。犬と
一緒にカヌー体験が
できるプランもある。

オケラアドベンチャーズ
四万十

▼概要
1日1組限定の付きっ
きりツアーが人気。
ホームページや予約
ページも英語で表記
されており、インバ
ウンド対応が可能な
アクティビティ体験
施設。

②アクティビティ
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四万十町観光資源リサーチ

喫茶PINOKO

▼概要
オムライスが看板商品の喫
茶店。場所はふるさとセン
ターのほぼ隣。

古民家カフェ
半平

▼概要
明治34年に建築された建物
をリノベーションしカフェ
として営業している。

④店舗調査

気ままに珈琲

▼概要
珈琲専門店。テイクアウト
が主だが、イートインも数
名なら可能。

四万十屋

▼概要
四万十川を眺めながら食べ
ることができる。天然うな
ぎのうな重が人気。

レストハウス
古都

▼概要
昭和レトロなレストラン。
人気メニューは生姜焼きと
オムライス。

いちもん家

▼概要
地元料理が食べられるファ
ミリーレストラン。物産館
サンリバー四万十内に位置。

とおわ食堂

▼概要
四万十自慢の食材を使った
季節のメニューを食べられ
る。

みたに食堂

▼概要
魚屋さんと併設する食堂な
らでは、魚屋さんの魚をそ
の場で食べられる。
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四万十町観光資源リサーチ

呑んで家

▼概要
新鮮な魚料理がリーズナブ
ルな価格で食べることがで
きる。

④店舗調査

いちかわ

▼概要
お好み焼き、たこ焼き、焼
きそば屋さん。夜はアル
コール提供も行っている。

居酒屋一福

▼概要
夕方4時半から営業している
居酒屋。1000円で飲み物と
小鉢3個のセットが人気。

居酒屋台北

▼概要
中華料理居酒屋。おかみさ
んの人柄とどの料理も美味
しいと評判。

やまの台所
みん家

▼概要
四万十川天然の鮎や鰻も味
わえるので、四万十食材を
味わいたい人必見。

こいちご飯

▼概要
天然の鮎やウナギが人気の
居酒屋。

居酒屋喜八

▼概要
食べログで人気のお店。鰹
のタタキと靭が人気。

伊藤商店

▼概要
食品のほか、日用雑貨やお
菓子、アイス、地元で取れ
た新鮮野菜を販売している。
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四万十町観光資源リサーチ

リバーサイド
みち

▼概要
お好み焼き～定食などメ
ニューが豊富。四万十川の
天然鮎も時期によって提供。

④店舗調査
ライフショップ

松下

▼概要
タイ出身のシェフがつくる
タイ料理は本場の味として
人気。

佐田沈下橋

▼概要
四万十川最下流で最⾧の沈
下橋。昭和47年建設、全
⾧：291.6ｍ、幅員：4.2ｍ

三里沈下橋

▼概要
夕日に映し出された風が絶
景。昭和38年建設、全⾧：
145.8ｍ、幅員：3.3ｍ

岩間沈下橋

▼概要
ポスターやテレビに登場す
るのがこの沈下橋。昭和41

年、全⾧120ｍ、幅員3.5ｍ

高瀬沈下橋

▼概要
四万十で3番目に⾧い沈下橋。
昭和48年、全⾧：232.3ｍ、
幅員：3.4ｍ

⑤景勝地
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四万十町観光資源リサーチ

勝間沈下橋

▼概要
釣りバカ日記14の撮影場所
としても有名。昭和34年、
全⾧：171.4ｍ、幅員：4.4ｍ

第一三島沈下橋

▼概要
中洲で左右に分流する四万
十川は急流で、古来より往
来の難所だったそう。

⑤景勝地

日屋内沈下橋

▼概要
曲線を多用したデザインが
ユニークな沈下橋。昭和30

年建設、全⾧241.3ｍ、幅員
3.6ｍ

⾧生沈下橋

▼概要
昭和35年建設、全⾧120ｍ、
幅員3.1ｍ

第二三島沈下橋

▼概要
中洲で左右に分流する四万
十川は急流で、古来より往
来の難所だったそう。
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四万十町観光資源リサーチ

十和温泉

▼住所
四万十町十和川口３
９２−１
▼料金設定
・１泊２食16,500円～
（鮎、うなぎなど）
・素泊まり7,150円

ライダーズイン
四万十

▼住所
高岡郡四万十町井崎

４−１

▼料金設定
・1泊3,300円
・布団500円
・寝袋100円

かっぱ
バックパッカーズ

▼住所
高岡郡四万十町十川

223-1

▼料金設定
・ドミトリー
3,000円～
・個室貸し切り
4,000円～

一棟貸しの宿
Hinoki

▼住所
高岡郡四万十町小野

367

▼概要
無印良品がリノベー
ションした物件。
2024年9/24にオープ
ンしたばかり。

⑥宿泊施設調査
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周辺立地分析

ふるさと交流センター

・ふるさと交流センターは、四万十
町と四万十市の中心地の中間地点に
位置している。
・ふるさと交流センターの近くには
アクティビティ、温泉、宿泊施設、
周辺店舗が集積している。
・四万十市は沈下橋が多いため、景
勝地、温泉が四万十市に密集してい
る。
・アクティビティもほとんどが四万
十市に集中しており、四万十町でア
クティビティ体験ができるのは、交
流センターと三島キャンプ場のみ。
・一方で観光施設は四万十町に多く
点在している。

ふるさと交流センターは四万十町、四
万十市の中心部へのアクセスが良い。
アクティビティ体験ができることは立
地上の強み。



ウ．運営や利用状況の分析

全体傾向
コロナ禍でのアウトドア需要の高まりからR4年度が利用のピークとなっている。
特需以外の年では年間2,900～3,000人前後の入込数となっている。
レンタサイクル、カヤックの利用者は過去5年間の推移を見ても年間100人前後
と多くなく、あまり変動も見られない。
季節傾向としては、5、7～11月頃までの利用が全体の8割を占めており、アク
ティビティにおいては11月以降の冬場においてはほぼ利用者はいない。

キャンプ場
コロナ禍でのアウトドア需要の高まりからR4年度が利用のピークとなり、大幅
に利用者が増加している。
客層は5月・7～11月頃までは
気候的にも過ごしやすく、
⾧期休みも多いため、家族層
の利用が増える。
冬場はファミリー層の利用が
減り、ソロ客の利用が増える。
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ウ．運営や利用状況の分析

アクティビティ
ボート、カヤック、レンタサイクルの3種類を提供している。
コロナ禍でのアウトドア需要の高まりからR4年度が利用のピークとなっている。
ラフティング等は需要が高く、観光客の利用も多いため、観光需要取り込みに
は必須であるがキャンプ場では宿泊しない傾向がある。
レンタサイクルはガイド人材不足の関係
もあり、利用人数は少ないものの、
水上アクティビティとは異なり、一年を
通じて提供しやすいアクティビティで
あり、今後増加の余地はある。
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エ．利用者の施設に対する要望のとりまとめ

施設の管理者にヒアリングを行った。

運営状況
周辺では、リバーフェスタや四万十川祭りが開催されている。
昭和地区側は人員不足が顕著に感じる。

施設・体験の利用状況
R3年頃からコロナ特需でキャンパーが増加し、R5年頃がピーク。
アクティビティについては、レンタサイクルやラフティング、SUPがある。
→レンタサイクルは利用者はほぼいないため、将来的に不要かもしれない。
→ラフティングは稼ぎ頭であり、売上確保できている。一方、地域の漁協との口約束が
あり、午前午後で4艇のみと約束があるため、積極的な事業拡大は難しいと思っている。
また、ラフティング客はキャンプはしないので、キャンプ場の宿泊数増加にはつながり
づらい。キャンプ以外の手軽な宿泊需要（バンガロー等）があるのではないか。
→SUPは漁協関係なく実施が可能だが、レクチャー人材不足等で積極的には実施してい
ない。
→今後はBBQの要望があり、取り組み意向はある。実施の場合は日陰等が必要。
利用客についてはファミリー利用も多いが、安価なことからソロ利用も多い。

施設に関する評判
ラフティングについては安全に楽しめるため、四国内でも2番目くらいに楽しめるので
はないか。
施設の良い評価としては、芝生の良さ・ロケーションの良さ（川がすぐ横にある）、時
間制限がゆったりしていること、フリーサイトであること、良心的な値段であること。
悪い評価としては、施設の老朽化（特にトイレ、シャワー室）
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エ．利用者の施設に対する要望のとりまとめ

施設の管理者にヒアリングを行った。

その他
・地域住民にとっては、昭和地区の住民にとっても、盛り上がりを感じられる取り組み
が良いのではないか
・今後、施設管理者として、取り組んでみたいことは以下の通り
→キャンプ場以外の簡易な宿泊施設がないため、観光客の取り込みのために
宿を運営したい

→将来的にインバウンド向けの整備を行いたい
→受付とカフェをセットで実施したい
→コインランドリーの運営を行いたい（採算面は課題）
→キャンプ場宿泊者向けの自動販売機を設置したい（氷、飲み物、食材等）
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エ．利用者の施設に対する要望のとりまとめ

施設利用者に座談会形式でヒアリングを行った。

〇当日の座談会の様子

〇当日の参加者
8名

20



エ．利用者の施設に対する要望のとりまとめ

施設利用者に座談会形式でヒアリングを行った。

①当施設の良い評判・悪い評判
・価格が安い
→安すぎるとマナーの悪い客層が増えるため、丁度よい価格設定。
→価格で治安を買っている感覚。
→紹介しやすい価格。
・一人当たりが使える面積が広い
・子供が走り回っても安心
・芝が広い
・ゴミを回収してくれる
・景観が良い（高知にはあまり景観が良いキャンプ場はない）
・管理人の人柄がよい

②具体的な改善要望
・斜面が多い
・車を乗り入れるスペースがない
・仕方ないが風が強い
・シャワー室を綺麗にしてほしい（夏は虫が出る、冬は寒すぎる）
・西側にも炊事場とトイレが欲しい
・トイレを洋式にしてほしい
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エ．利用者の施設に対する要望のとりまとめ

③図面案・計画に対する意見
＜休憩コーナー＞

・休憩コーナーに乾燥機が欲しい（一般用のもので可）
・休憩コーナーの畳が良い

＜サービス＞
・薪の販売があると良い（針葉樹、広葉樹両方）
・夏場にかき氷の販売をやってほしい
・氷やアイスクリームの販売をしてほしい
・自動販売機（食品系）を増やしてほしい

＜サイト＞
・利用料は上げても1,200～1,300円まで（ゴミ処理含めて）

→ごみ袋を購入制にしてはどうか
・予約サイトには電源が欲しい（電源つきサイトは別料金形態とする）
・ライブカメラを付けて欲しい
・酔っ払いが予約サイトを通るのを対処してほしい

（安心面で不安になるので配慮した動線にしてほしい）
・川沿いは8～10サイト設置できるようにしてほしい（紐・釘、石灰ライン等で目印）

＜その他＞
・春夏はアクティビティ、秋冬はキャンプ場メインに発信した方が稼げるのではないか
・十和温泉をもっと利用者に知ってほしい
・駐車場のコンクリート箇所にラインを引いてほしい。（車数を停められるようになる）
・WEB予約でキャンセル料を収集できるようにしてはどうか（天候不良時は要検討）
・あまり変わりすぎないほうがいい・

・インバウンド層（欧米系）が増えてきているがマナーが悪く問題になっている
（マナー、ルールの周知が必要） 22



オ．利用者のターゲット設定

ターゲット設定を実施するにあたり、改修後の施設のコンセプト・戦略戦術を以
下の通り設定した。

コンセプト
四万十川に隣接する好立地のキャンプ場として、キャンプ愛好家に支持されるキャンプ場であるこ
とはもちろん、四万十川の自然を活かしたラフティングやSUP、サイクリングといったアクティビ
ティの拠点であり、四万十町の西の玄関口となるビジターセンターとして地域観光の中心となる施
設。

戦略
①キャンプ場のハード＆ソフトを見直して利便性を向上し、利用者増を実現する。
②季節ごとにメイン顧客を入れ替えることで1年を通して施設の強みを活かした集客を行う。
→春夏はアクティビティメインで集客。子ども連れのファミリー層・友人グループ層
→秋冬はキャンプ場メインで集客。ソロキャンパー等のキャンプマニア層へ発信

③地域における副業・複業を活性化し、人手の確保と新たなビジネス創出を実現する。
④キャンプ＋アクティビティ＋カフェによる多目的化、複合化でより多くの来客を確保。

戦術
①トイレやシャワーのリニューアル、カフェコーナーの新設、ネット予約の強化やキャッシュレス
化、繁忙期の予約区画の実施。

②春・夏・初秋：ファミリーキャンパー＋アクティビティ利用者、晩秋・冬：ソロキャンパーをメ
イン顧客として営業する。

③キャンプ場の運営＋各種アクティビティのガイドや周辺の空き家を活用した分散型ホテルの運営
による副業・複業の実現。

④キャンプ客でも参加しやすいSUPガイドの実施やキャンプをしないラフティング客向けのカフェ
営業など、＋αのサービスで収益増を目指す。

23



コンセプトに記載の通り、四万十川すぐの好立地・ロケーションを活かした、
キャンプとアクティビティをインクルーシブで体験できるビジターセンターとし
て、施設の改修と必要な機能の設置を行う。

24
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（２）課題の抽出

課題としては以下の通り想定

25

内容と課題項目

・建物重量が軽くなる方向での改修は、本建物が新耐震以降の建物であ
ることを考慮すると、耐震性は確保できているものと考えられるのでは
ないか。
※建物重量の増加や、大きな間取りの変更を伴う改修の場合は詳しい調査と耐震診断を行
う必要がある
※今回のレポートは目視調査による建物状況の報告であり、建物の耐震性・安全性を保証
するものではない

整備の方向性

・観光の基本要素である、宿泊施設・飲食施設・物品購入施設は近隣に
はなく、利用者にとっては不便であり、不満の一つにもなっている。
→施設内もしくは近隣での対策が必要ではないか。

周辺環境の状況

・コロナ禍をピークに利用者は微減傾向にある。
・キャンプ場自体は川近くのロケーションの良さは好評であるものの、
トイレやシャワー室等の施設の老朽化は課題である。
→不満につながる施設の問題（水回り、飲食機能等）は対策が必要。
→繁忙期の機会損失対策で、予約サイトの導入やレベニュー単価の導入
等の検討は必要でないか。

運営・利用状況等

・地域住民の感情への配慮が必要（地域が盛り上がっていると感じられ
るようなにぎわいづくりや、地域向けのイベント等）
・道路の設置等交通インフラの改善は必要ではないか。

地域との連携

・漁協との連携は引き続き良好な関係を続けていく必要がある。
・将来的に、宿の展開も行う場合は営業許可の取得等が必要

許認可関係



ふるさと交流センターのリニューアル整備方針

■課題点の克服

・トイレ、シャワーの老朽化 → 新規に交換

・1階の浸水対策 → 2階にトイレ・シャワーを移設

・デッドスペース（会議室） → ガイドデスクやイートインに改装

・ゴミ庫の管理・マナー違反 → 本棟に設置

・飲食店不足 → テイクアウトのコーヒースタンドを新設

・日陰不足 → デッキテラスを延⾧＋ルーフシェードを設置

・イベントの活性化 → 倉庫増設＋BBQやアウトドアダイニング対応

・その他 → バリアフリー対応

■新たな活用方法の検討

・体験ガイドの活性化 → ガイドデスクを設置（SUPも開始）

・周遊観光の促進 → 本施設スタートのツアーを開催（自転車、まちあるき）

・宿泊施設の増加 → 空き家を活用した分散型ホテルのフロント化

・インバウンドの集客 → 英語対応強化、連泊対応（キャンプ＋民泊など）

（３）整備方針
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現状
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【シャワー棟】
①シャワー室（男2、女2）
②トイレ（男1、女1）
③更衣室（男2、女2）
④休憩室（共用）

【トイレ棟】
男：大1小2

女：2

身障者用：1

【デッキテラス】
・飲食可（BBQセットの販売も検討）
・アウトドアダイニングにも対応
・開閉式のルーフシェードを設置

受付＋事務所＋
テイクアウト用
キッチン

段差を無くし、フラットにデッキ
で周回できるようにする

木製デッキは全て張り替え

※デッキテラスイメージ

リニューアル案

イートイン兼
休憩スペース

ガイドデスク

壁打ち抜きで
一体化

テイクアウト
コーナー受渡口

【事務所棟】
①キャンプ場受付
②キャンプ場事務所
③売店（薪など）
③ガイドデスク
④テイクアウト（コーヒースタンド）
⑤イートイン兼休憩スペース

南北のファサードはガラスで開放的に･･･

28



現在はこのエリアを
シャワー室として改装

現状

29



身障者用トイレは
バリアフリーの観
点から1階に1つは
残す？

炊事場は少し拡張して
お湯が出るように･･･

【倉庫②】
カヌー、ラフティン
グ、SUPなど体験用
の道具を保管

【倉庫③】

イベント（アウト
ドアダイニングな
ど）用のキッチン

【倉庫①】
メンテナンスやイ
ベント用の道具を
保管

ゴミ庫をここに
移動（夏対策の
冷房付き）

【デッキテラス下】
・体験メニューの待機場所
・アウトドアダイニングの会場
・猛暑時の避難場所
・屋外イートインとしても利用可

※アウトドアダイニングイメージ

リニューアル案

※アウトドイベントイメージ 30



四万十川の景観を遮らない
ように荷下ろしできる周回
道路（一方通行）を作成

31

予約サイト

予約サイトを新設
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リニューアル案（松）：今の場所でかさ上げを行い新築

Ａ 直接工事費 1.00 式 146,750,000

Ｂ 共通仮設費 1.00 式 6,864,920 4.68%

純工事費 153,614,920

Ｃ 現場管理費 1.00 式 11,234,655 7.31%

工事原価 164,849,575

Ｄ 一般管理費等 1.00 式 20,540,425 12.46%

工事価格 185,390,000

Ｅ 消費税等相当額 10.0% 1.00 式 18,539,000

設計金額 203,929,000

消費税等相当額を除く請負対象金額 工事価格より千円未満切り捨て 185,390,000

消費税等相当額 10.0% 1.00 式 18,539,000

請負対象金額 203,929,000



33

リニューアル案（竹）：トイレやシャワー室・浄化槽等を二階へ

Ａ 直接工事費 1.00 式 68,000,000

Ｂ 共通仮設費 1.00 式 4,877,937 7.17%

純工事費 72,877,937

Ｃ 現場管理費 1.00 式 7,047,865 9.67%

工事原価 79,925,802

Ｄ 一般管理費等 1.00 式 10,754,198 13.46%

工事価格 90,680,000

Ｅ 消費税等相当額 10.0% 1.00 式 9,068,000

設計金額 99,748,000

消費税等相当額を除く請負対象金額 工事価格より千円未満切り捨て 90,680,000

消費税等相当額 10.0% 1.00 式 9,068,000

請負対象金額 99,748,000
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リニューアル案（梅）：改修は最低限（２階トイレのみ）

Ａ 直接工事費 1.00 式 35,565,000

Ｂ 共通仮設費 1.00 式 3,891,211 10.94%

純工事費 39,456,211

Ｃ 現場管理費 1.00 式 4,587,667 11.63%

工事原価 44,043,878

Ｄ 一般管理費等 1.00 式 6,286,122 14.27%

工事価格 50,330,000

Ｅ 消費税等相当額 10.0% 1.00 式 5,033,000

設計金額 55,363,000

消費税等相当額を除く請負対象金額工事価格より千円未満切り捨て 50,330,000

消費税等相当額 10.0% 1.00 式 5,033,000

請負対象金額 55,363,000



35

計備考防災
費用対
効果

実現性
工事期
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×＝０点
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（４）基本構想

36

実施方法・手段各項目

現施設を、四万十町のアドベンチャーツーリズムの拠点となる「アウトドアビジターセ
ンター四万十」として、四万十町内のアクティビティやイベント等を実施する場所とし
て整備計画及び事業計画を策定します。

a.構想の全体
像・将来像

周辺環境・地域と連携し、四万十町の体験型観光の魅力向上により、交流人口の増加・
消費拡大を図るため。

b.事業目的

施設の耐震診断：本建物が新耐震以降の建物であることを考慮すると、耐震性は確保で
きているものと考えられる。
施設の運営・利用状況：コロナ禍をピークに利用者は微減傾向にある。キャンプ場自体
は川近くのロケーションの良さは好評であるものの、トイレやシャワー室等の施設の老
朽化は課題である。
周辺競合調査：四万十町でアクティビティ体験ができるのは、ふるさと交流センターと
三島キャンプ場のみ
利用者分析：21～22Pに記載

c.現状分析

25Pに記載d.課題設定

四万十川に隣接する好立地のキャンプ場として、キャンプ愛好家に支持されるキャンプ
場であることはもちろん、四万十川の自然を活かしたラフティングやSUP、サイクリン
グといったアクティビティの拠点であり、四万十町の西の玄関口となるビジターセン
ターとして地域観光の中心となる施設。

e.事業理念
（コンセプト）

23Pに記載f.ターゲット

ふるさと交流センターをキャンプとアクティビティが体験できる地域観光の中心となる
拠点とするためにリニューアルを行う。

g.事業内容

53Pに記載h.スケジュール
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収支計画において、リニューアル案3パターンに合わせて、試算を行った。
ここではリニューアル案（竹）の収支計画について簡単に収支条件を記載する。

サイト40サイト数

名6サイト当たり定員

円/人泊1,000大人販売単価

円/人泊500子供

円/泊5,000予約販売単価

■諸条件

■営業時間

9:00始業

17:00終業

h1.0休憩

h8.0労務時間

※2023年ベース■営業日数

合計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

週6営業

195171516161815181516171715平日

110101010109116989711土日祝

82222予約販売日（特日）

313272526262726262626262626営業日数

52435535455454定休日

365312831313031303131303130合計
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■サイト売上
合計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

サイト稼働率

8.4%3.8%2.5%2.7%4.0%10.0%12.4%16.5%10.0%9.8%3.2%16.3%10.1%平日

7.9%3.8%2.5%2.7%4.0%10.0%12.4%16.5%10.0%9.8%3.2%16.3%10.1%土日祝

12.8%3.8%2.5%2.7%4.0%10.0%12.4%16.5%10.0%9.8%3.2%16.3%10.1%予約販売日（特日）

8.4%3.7%2.5%2.6%3.9%10.0%12.3%16.3%10.0%9.6%3.1%16.2%10.0%合計

サイト販売数（小数点以下切捨）
65925151725727411860622111060平日
347151010163654393631114544土日祝
4100000013870130予約販売日（特日）

1,0474025274110812817010410032168104合計

定員稼働率（実質）

2.8%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%平日

2.6%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%土日祝

4.1%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%33.0%予約販売日（特日）

2.7%1.2%0.8%0.8%1.3%3.3%4.0%5.4%3.3%3.1%1.0%5.3%3.3%合計

販売客数（小数点以下切捨）
1,2974929334914214623311812241217118平日

6812919193171106777161218987土日祝
780000002515130250予約販売日（特日）

2,0567848528021325233520419662331205合計

販売単価値上率（※レベニュー実施）

100%100%100%100%100%100%100%100%100%100%100%100%平日

100%100%100%100%100%100%100%150%100%100%100%100%土日祝

100%100%100%100%100%100%100%150%100%100%100%100%予約販売日（特日）

サイト売上
1,037,60039,20023,20026,40039,200113,600116,800186,40094,40097,60032,800173,60094,400平日

573,20023,20015,20015,20024,80056,80084,80061,60085,20048,80016,80071,20069,600土日祝
68,40000000020,00018,00010,400020,0000予約販売日（特日）

1,679,20062,40038,40041,60064,000170,400201,600268,000197,600156,80049,600264,800164,000合計

■キャンプサイト：月別に稼働率を設定し、繁忙期は予約サイトの導入及び値上げを実施した上で売上の試算を行っている。
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■アクティビティ：ラフティング、カヌー、自転車ツアー、SUPの4つを実施。

■ラフティング売上
円/人6,000大人販売単価
円/人4,000子供
組81日当たり販売可能組数
名41組当たり人数
円/組7,000ガイド料

合計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月
販売可能組数

1,248208208208208208208合計
組稼働率

20.0%20.0%20.0%20.0%20.0%20.0%20.0%合計
販売組数

250424242424242合計
販売客数

998166166166166166166合計
ラフティング売上

5,043,200837,120844,800837,120839,680842,240842,240合計
ラフティングガイド料

1,747,200291,200291,200291,200291,200291,200291,200合計
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■カヌー売上
円/人2,182一人販売単価
円/人3,364タンデム
組（艇）5一人1日当たり販売可能組数
組（艇）4タンデム
名1一人1組当たり人数
名2タンデム

合計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月
販売可能組数

1,404234234234234234234合計

組稼働率
5.0%5.0%5.0%5.0%5.0%5.0%5.0%合計

販売組数
70121212121212合計

販売客数
101171717171717合計

カヌー売上
295,01249,16949,16949,16949,16949,16949,169合計
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■ＳＵＰ売上
円/人3,000販売単価
名81日当たり販売可能人数
円/回7,000ガイド料

合計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月
販売可能客数

624208208208合計

稼働率
45.0%45.0%45.0%45.0%合計

販売客数
281949494合計

ＳＵＰ売上
842,400280,800280,800280,800合計

SUPガイド料
491,400163,800163,800163,800合計

■自転車売上
円/人500販売単価
円/回10,000ツアー単価
円/回5,000ガイド料

合計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月
販売客数

60555555555555合計

ツアー回数
24444440000004合計

自転車売上
270,00042,50042,50042,50042,50042,5002,5002,5002,5002,5002,5002,50042,500合計

自転車ガイド料
120,00020,00020,00020,00020,00020,00000000020,000合計
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■カフェ売上
円/人500販売単価

30.0%キャンプ客利用率
30.0%カフェ原価率

合計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月
販売客数

6172314162464761016159199962合計

カフェ売上
308,40011,7007,2007,80012,00031,95037,80050,25030,60029,4009,30049,65030,750合計

カフェ原価
92,5203,5102,1602,3403,6009,58511,34015,0759,1808,8202,79014,8959,225合計

■ＢＢＱ売上

円/人3,500販売単価

10.0%ラフティング、カヌー、SUP客利用率

30.0%BBQ原価率

合計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

販売客数

138000001828282818180合計

ＢＢＱ売上

483,2100000064,15596,91596,91596,91564,15564,1550合計

ＢＢＱ原価

144,9630000019,24729,07529,07529,07519,24719,2470合計

■物販売上
円/人500販売単価

30.0%キャンプ客利用率
30.0%物販原価率

合計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月
販売客数

6172314162464761016159199962合計

物販売上
308,40011,7007,2007,80012,00031,95037,80050,25030,60029,4009,30049,65030,750合計

物販原価
92,5203,5102,1602,3403,6009,58511,34015,0759,1808,8202,79014,8959,225合計
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■全社 収支計画
5年目4年目3年目2年目1年目

科目
計画計画計画計画計画

15%1,92716%1,86216%1,79917%1,73818%1,679売上高 キャンプ場
59%7,65658%6,89756%6,21454%5,59853%5,043売上高 ラフティング
2%2952%2953%2953%2953%295売上高 カヌー
2%2702%2702%2703%2703%270売上高 自転車
7%9678%9348%9028%8729%842売上高 SUP
3%3543%3423%3303%3193%308売上高 カフェ
5%6885%6295%5755%5275%483売上高 BBQ
3%4143%4003%3864%3734%361売上高 シャワー
3%3543%3423%3303%3193%308売上高 レンタル・物販

00000売上高 その他
100%12,924100%11,971100%11,102100%10,311100%9,590売上高

00000期首棚卸高
00000商品仕入高

3%4193%3943%3713%3503%330材料仕入高［製］
00000期末棚卸高(△)

3%4193%3943%3713%3503%330売上原価
97%12,50697%11,57797%10,73297%9,96297%9,260売上総利益

00000役員報酬
29%3,69529%3,51930%3,35231%3,19232%3,040給与手当
22%2,86723%2,73023%2,60024%2,47725%2,359賃金（ガイド）

00000雑給
3%3703%3523%3353%3193%304法定福利費

00000福利厚生費
00000退職金

54%6,93255%6,60157%6,28758%5,98859%5,703人件費計
00000委託金

2%2402%2402%2402%2403%240通信運搬費
00000広告宣伝費

0%400%400%400%400%40販売促進費
00000旅費交通費

0%240%240%240%240%24渉外費
00000荷造運賃

3%3233%2993%2783%2583%240燃料費
10%1,29210%1,19710%1,11010%1,03110%959光熱水費
6%7756%7186%6666%6196%575消耗品費

00000事務用消耗品費
00000図書新聞費

8%1,0738%9948%9228%8568%796支払手数料
1%1932%1932%1932%1932%193研修費

00000賃借料
1%1001%1001%1001%1001%100修繕費
0%90%90%90%90%9租税公課
1%1001%1001%1001%1001%100車両費
5%6085%6085%6086%6086%608保険料
0%250%250%250%250%25諸謝金
0%30%30%30%30%3支払会費
0%20%20%20%20%2会議費
0%250%250%250%250%25管理費

54%7,00559%7,00566%7,33971%7,33977%7,339減価償却費
1%1201%1201%1201%1201%120雑費

146%18,890153%18,304163%18,090170%17,579178%17,100販管費
-49%▲6,385-56%▲6,727-66%▲7,359-74%▲7,617-82%▲7,840営業利益

■全社の5カ年収支案は以下の通り。予約サイトの導入やレベニューマネジメントの実施、ニーズの高いアクティビティの提供
等で売上増加を狙うが、設備投資が大きい分、営業赤字となってしまっている。経費に関してはそれほど大きいものはないた
め、ガイドの自前化や独自イベント等での集客増加による売り上げ増加等対策が必要である。
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リニューアル案（竹）の収支計画において、経営については前貢で述べた通りだが、設備
投資分の負担の考え方について以下の3パターンで試算を行った。
（参考：R5年度の町の指定管理料：1,335,000円）
→今後の指定管理の検討としては、②の試算をもとに検討すれば自立経営も可能と考える。

①総事業費全額償却（圧縮会計なし）

②総事業費負担なし

③総事業費の自己負担分（補助金等を活用し、自己負担25％で想定）を家賃として30年で支払い

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

売上 9,590,458 10,311,440 11,102,381 11,970,647 12,924,405

経費 17,430,150 17,928,249 18,461,065 18,698,116 19,309,197

（減価償却費） 7,338,672 7,338,667 7,338,667 7,005,333 7,005,333

利益 -7,839,692 -7,616,809 -7,358,684 -6,727,469 -6,384,792

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

売上 9,590,458 10,311,440 11,102,381 11,970,647 12,924,405

経費 10,091,478 10,589,583 11,122,398 11,692,783 12,303,864

（減価償却費）

利益 -501,020 -278,142 -20,017 277,864 620,541

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目

売上 9,590,458 10,311,440 11,102,381 11,970,647 12,924,405

経費 10,091,478 10,589,583 11,122,398 11,692,783 12,303,864

家賃 793,167 793,167 793,167 793,167 793,167

利益 -1,294,187 -1,071,309 -813,184 -515,303 -172,625
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★リニューアル案（竹）における経済波及効果は5ヶ年で129,426,480円の見込み
※県経済波及効果簡易分析ツールを利用して試算。改修費用は初年度のみ発生。直接・関節（1次、2次）まで含む。

＜工事によるもの＞ ※竹案の直接工事費・共通仮設費を対象とし計算

◆前提条件 単位:円

需要額 （A） 72,877,937

需要転化率（家計）※ 0.463574

※ 需要転化率:雇用者所得のうち消費に回る率。県民経済計算と家計調査年報から求めています。

◆生産誘発額・生産誘発倍率 単位:円

直接効果 間接一次効果 間接二次効果 合計

生産誘発額(B) 72,877,937 20,147,248 14,794,354 107,819,539

うち粗付加価値誘発額 36,541,301 11,462,744 9,637,433 57,641,477

うち所得誘発額 28,898,903 6,141,053 4,331,744 39,371,700

生産誘発倍率 【生産誘発額（Ｂ）合計 / 需要額（Ａ）】 1.48

◆前提条件 単位:円

需要額 （A） 4,501,727

うち県内需要額 3,130,948

需要転化率（家計）※ 0.463574

※ 需要転化率:雇用者所得のうち消費に回る率。県民経済計算と家計調査年報から求めています。

◆生産誘発額・生産誘発倍率 単位:円

直接効果 間接一次効果 間接二次効果 合計

生産誘発額(B) 3,130,948 1,029,699 527,365 4,688,013

うち粗付加価値誘発額 1,641,047 588,381 343,540 2,572,968

うち所得誘発額 947,712 301,336 154,411 1,403,459

生産誘発倍率 【生産誘発額（Ｂ）合計 / 需要額（Ａ）】 1.04

＜施設利用に伴うもの＞
・1年目

◆前提条件 単位:円

需要額 （A） 2,794,531

うち県内需要額 2,626,952

需要転化率（家計）※ 0.463574

※ 需要転化率:雇用者所得のうち消費に回る率。県民経済計算と家計調査年報から求めています。

◆生産誘発額・生産誘発倍率 単位:円

直接効果 間接一次効果 間接二次効果 合計

生産誘発額(B) 2,626,952 885,702 423,026 3,935,680

うち粗付加価値誘発額 1,368,966 500,192 275,570 2,144,729

うち所得誘発額 745,733 256,191 123,861 1,125,785

生産誘発倍率 【生産誘発額（Ｂ）合計 / 需要額（Ａ）】 1.41

・2年目
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◆前提条件 単位:円

需要額 （A） 2,938,059

うち県内需要額 2,765,824

需要転化率（家計）※ 0.463574

※ 需要転化率:雇用者所得のうち消費に回る率。県民経済計算と家計調査年報から求めています。

◆生産誘発額・生産誘発倍率 単位:円

直接効果 間接一次効果 間接二次効果 合計

生産誘発額(B) 2,765,824 932,617 445,306 4,143,747

うち粗付加価値誘発額 1,441,302 526,663 290,084 2,258,049

うち所得誘発額 784,944 269,749 130,384 1,185,078

生産誘発倍率 【生産誘発額（Ｂ）合計 / 需要額（Ａ）】 1.41

◆前提条件 単位:円

需要額 （A） 3,057,170

うち県内需要額 2,877,952

需要転化率（家計）※ 0.463574

※ 需要転化率:雇用者所得のうち消費に回る率。県民経済計算と家計調査年報から求めています。

◆生産誘発額・生産誘発倍率 単位:円

直接効果 間接一次効果 間接二次効果 合計

生産誘発額(B) 2,877,952 970,426 463,359 4,311,737

うち粗付加価値誘発額 1,499,733 548,014 301,844 2,349,591

うち所得誘発額 816,766 280,685 135,670 1,233,121

生産誘発倍率 【生産誘発額（Ｂ）合計 / 需要額（Ａ）】 1.41

◆前提条件 単位:円

需要額 （A） 3,208,341

うち県内需要額 3,022,141

需要転化率（家計）※ 0.463574

※ 需要転化率:雇用者所得のうち消費に回る率。県民経済計算と家計調査年報から求めています。

◆生産誘発額・生産誘発倍率 単位:円

直接効果 間接一次効果 間接二次効果 合計

生産誘発額(B) 3,022,141 1,019,089 486,534 4,527,764

うち粗付加価値誘発額 1,574,855 575,483 316,941 2,467,280

うち所得誘発額 857,587 294,754 142,456 1,294,797

生産誘発倍率 【生産誘発額（Ｂ）合計 / 需要額（Ａ）】 1.41

・3年目 ・4年目

・5年目

五か年合計：129,426,480円
＜内訳＞
・建築：107,819,539円
・施設利用：21,606,941円
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本事業で活用が検討できそうな補助金などを調査した。実際の設計・施工等を行うタイミングで活用
可能な制度等は随時調査し、担当課等と検討を行う。

（５）概算事業費と財源

・新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金）



48

・高知県地域観光振興交付金

• 目的
「外貨を稼ぐ」滞在型の観光地域づ
くりを推進するため。観光拠点の整
備、周遊、滞在等の取り組みを総合
的に支援。国の財政支援制度を活用
し、事業を実施する市町村等に対し
交付。

• 対象事業
高知県観光振興推進総合支援事業費
補助金交付要綱に規定された事業。
具体的には別表第1 に掲げる事業が
対象。

• 対象期間
交付金算定事業が完了した年度の翌
年度から開始。原則1年だが、やむを
得ない場合は最大5年間にわたり交付
可能。

• 交付金額の算定対象経費
別表第1に記載の通り。
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・地域における受入環境整備促進事業（観光庁）
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・地域観光魅力向上事業概要
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・高知県観光振興推進総合支援事業費補助金（高知県）
「外貨を稼ぐ」滞在型の観光地域づくりを推進するため、観光拠点の整備、周遊、滞在等の取組を総合
的に支援することを目的として、第３条に規定する補助事業者に対し、予算の範囲内で補助金を交付す
る。
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・産業振興推進創造支援事業費補助金（高知県）



（６）今後のスケジュール
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• 今後のスケジュールは以下の通り想定。

実施項目 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

契約締結

施設の耐震診断・老朽度調査

建替整備規模調査

運営・利用状況分析

利用者調査・分析

ターゲット設定

基本構想の作成

改修費用の算出

次年度予算案の検討・提出

今後の事業スケジュール

・整備後施設運営に関する検討

成果物作成

報告会

納品

＜基本計画・基本設計＞

仕様書策定

プロポーザル公募開始

実施事業者決定

計画・設計実施

実施設計仕様書策定

＜実施設計＞

入札

実施設計事業者決定

実施設計実施

施工仕様書策定

施工入札

施工業者決定

施工

R9

2026年 2027年 2028年2024年 2025年

R6年度 R7年度 R8年度

概要
令和7年度…基本計画・基本設計 作成
令和8年度…実施設計 作成
令和9年度…整備工事

年度


